
2よしかわ議会だより

各
特
別
会
計
等
補
正
予
算

　

各
特
別
会
計
等
の
補
正
予
算
も
計

上
さ
れ
、
次
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

●
国
民
健
康
保
険

　

 

平
成
26
年
度
ま
で
の
債
務
負
担
行

為
を
１
９
１
万
５
０
０
０
円
に
設

定
●
下
水
道
事
業46

万
４
０
０
０
円
減
額

●
農
業
集
落
排
水
事
業

23
万
４
０
０
０
円
減
額

●
介
護
保
険

　

 

平
成
26
年
度
ま
で
の
債
務
負
担
行

為
を
１
７
２
７
万
１
０
０
０
円
に

設
定
他

●
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
収
入

２
４
１
万
円
増
額

　

収
益
的
支
出

９
６
３
万
７
０
０
０
円
減
額

　

資
本
的
収
入

２
０
１
４
万
２
０
０
０
円
減
額

　

資
本
的
支
出

２
７
７
０
万
１
０
０
０
円
減
額

職
員
通
勤
手
当
等
の

　
　
　
　
　

上
限
を
設
定

　

職
員
お
よ
び
一
部
の
非
常
勤
特

別
職
の
通
勤
手
当
お
よ
び
費
用
弁

償
に
つ
い
て
、
１
ヵ
月
当
た
り

５
万
５
０
０
０
円
の
上
限
を
設
け
ま

し
た
。

地
区
計
画
区
域
内
建
築
物
の

制
限
に
関
す
る
条
例
を
改
正

　

地
区
の
都
市
環
境
の
健
全
な
発
展

と
秩
序
あ
る
整
備
を
目
的
に
と
し
た

「
地
区
計
画
区
域
内
に
お
け
る
建
築

物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
」
に
つ
い

て
、
新
た
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た

平
沼
東
部
地
区
を
加
え
る
と
と
も
に
、

用
語
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

消
費
税
等
の
税
率
改
正
に

伴
い
関
係
条
例
を
改
正

　

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
税

率
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
道
路

占
用
料
や
上
下
水
道
使
用
料
、
水
道

加
入
者
分
担
金
、
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
使
用
料
等
に
つ
い
て
、
税
率

改
正
に
対
応
で
き
る
よ
う
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

新
た
に
市
道
の
路
線
を
認
定

　

吉
川
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
の

道
路
の
一
部
を
市
へ
移
管
す
る
こ
と

に
伴
う
市
道
の
路
線
認
定
お
よ
び
路

線
廃
止
、
新
た
な
県
道
に
接
続
す
る

市
道
の
路
線
認
定
及
び
路
線
廃
止
並

び
に
宅
地
開
発
に
伴
う
市
道
の
路
線

認
定
を
行
い
ま
し
た
。

人
　
事
　
案
　
件

◆
公
平
委
員
会
委
員

　

平
成
25
年
12
月
22
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
永
瀬
洋
子
氏
が
、
再

度
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

意
見
書

　

今
定
例
会
で
は
、
４
件
を
上
程
し
、

次
の
２
件
を
可
決
、
内
閣
総
理
大
臣

等
へ
送
付
し
ま
し
た
。（
一
部
抜
粋
）

新
聞
へ
の
消
費
税
の
軽
減
税
率

適
用
を
求
め
る
意
見
書

　

私
た
ち
は
、
新
聞
を
含
む
文
字
文

化
は
、
米
・
水
な
ど
と
と
も
に
、
日

本
の
国
を
形
作
っ
て
き
た
基
礎
的
財

と
考
え
ま
す
。

　

国
土
も
狭
く
資
源
も
少
な
い
わ
が

国
が
世
界
有
数
の
先
進
国
と
な
っ
た

の
は
、
伝
統
的
な
勤
勉
性
と
と
も
に
、

新
聞
の
普
及
と
識
字
率
の
高
さ
が
、

学
力
・
技
術
力
を
支
え
る
役
割
を
大

き
く
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
広
く
認

め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
欧
米
等

大
半
の
先
進
国
が
新
聞
へ
の
軽
減
税

率
措
置
を
執
っ
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
活
字
離
れ
が
進
む
な
か
で
、

書
籍
と
と
も
に
新
聞
も
購
読
率
の
低

下
傾
向
に
あ
り
、
新
聞
を
ま
っ
た
く

知
ら
な
い
で
育
つ
子
ど
も
が
増
え
る

な
ど
、
次
の
世
代
の
知
的
水
準
へ
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
深
く
憂

慮
さ
れ
、
加
え
て
今
回
の
消
費
税
率

引
上
げ
に
よ
り
、
新
聞
離
れ
が
格
段

と
加
速
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
危
惧

し
ま
す
。

　

よ
っ
て
消
費
税
率
が
８
％
、
10
％

い
ず
れ
の
段
階
で
も
新
聞
へ
の
軽
減

税
率
を
導
入
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て

肝
要
な
施
策
と
考
え
、
意
見
書
を
提

出
し
ま
す
。

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷（
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
）

患
者
に
係
る
労
災
認
定
基
準
に

関
す
る
意
見
書

　

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷（
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
）

は
、交
通
事
故
や
高
所
か
ら
の
転
落
・

転
倒
、
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
な
ど
に
よ
り
、

頭
部
に
衝
撃
を
受
け
、
脳
内
の
情
報

伝
達
を
担
う
神
経
線
維
「
軸
索
」
が

断
裂
す
る
な
ど
し
て
発
症
す
る
病
気

で
、
２
０
０
７
年
、
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
年

間
１
０
０
０
万
人
の
患
者
が
発
生
し

て
い
る
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
病
気
は
、
高
次
脳
機
能
障
害

と
し
て
、
記
憶
力
、
理
解
力
、
注
意

力
の
低
下
を
始
め
症
状
は
複
雑
多
岐

に
わ
た
り
、
本
人
も
家
族
も
周
囲
も

こ
の
病
気
を
知
ら
ず
、
気
付
か
な
い

た
め
、
職
場
や
学
校
に
お
い
て
理
解

さ
れ
ず
に
悩
み
苦
し
む
こ
と
も
多
く
、

ま
た
、磁
気
共
鳴
画
像
法
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）

な
ど
の
画
像
検
査
で
は
異
常
が
見
つ

か
り
に
く
い
た
め
、
労
働
者
災
害
補

償
保
険
（
労
災
）
や
自
動
車
損
害
賠

償
責
任
保
険
の
補
償
対
象
に
な
ら
な

い
ケ
ー
ス
も
多
く
、
働
け
な
い
場
合

に
は
経
済
的
困
窮
状
態
に
追
い
込
ま

れ
る
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
る
の
が
現
状

で
す
。

　

こ
れ
ら
の
現
状
を
ふ
ま
え
、
政
府

に
対
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切

な
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
求
め
ま

す
。

１　

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
（
Ｍ
Ｔ
Ｂ

Ｉ
）
の
た
め
働
く
こ
と
が
で
き
な
い

患
者
に
対
し
、労
災
の
障
害
（
補
償
）

年
金
が
支
給
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。　
　
　
　
　
　
　
　

他
２
項
目

意
見
書
と
は
？

　

市
民
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と

が
、
国
な
ど
の
仕
事
の
た
め
、

市
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
、
国
会
や

関
係
行
政
庁
に
議
会
の
意
見

を
ま
と
め
た
文
書
（
意
見
書
）

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

意
見
書
の
提
出
は
、
地
方
自

治
法
で
定
め
ら
れ
た
地
方
議
会

の
権
限
の
一
つ
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
！

　

意
見
書
の
全
文
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 　

本
会
議
の
会
議
録
や

議
会
活
動
な
ど
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

 　

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

市
長
提
出
議
案 

 
 

前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
き

検 索吉川市議会


